
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成 31年 4月26日 1頁

後期基本計画 平成３１年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれるまち
０５ 地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

地域包括支援センター長  佐藤 修子

高齢者支援課　課長　藤倉　友久

高齢者の一人一人が輝き、住みなれた地域で自立した生活を継続し健やかで笑顔あふれ共に生きるまちをつくるため、前期

基本施策を継承し、住まい・医療・介護・予防・生活支援の各分野が互いに連携しながら支援する体制である地域包括ケア

システムの構築を推進します。

　

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

暮 老後が不安なく暮らせると思っている人の割合

1 ら 21 21 21 21 21 -
％以上 21

し - - - - - 0.0

幸 地域とつながっていると感じている人の割合

2 45 47.5 49 50 50 -
％ 43.7

福 - - - - - 0.0

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

02050100 互いに支え合える介護予防の推進
暮

自分が心身ともに元気と感じている人の割合
1 ら

60 60 61 62 62 -
し ％ 58.4

- - - - - 0.0

02050200 包括的な高齢者支援の推進
暮

老後が不安なく暮らせると感じている人の割合
2 ら

18.5 19.5 20.5 21 21 -
し ％ 21

- - - - - 0.0
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(３) 政策との関連性

３．基本施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針
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後期基本計画 平成３１年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれるまち
０５ 地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

地域包括支援センター長  佐藤 修子

高齢者支援課　課長　藤倉　友久

団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、地域包括ケアシステムの構築が求められています。このことから、前期基本
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政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)
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後期基本計画 平成３１年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれるまち
０５ 地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

地域包括支援センター長  佐藤 修子

高齢者支援課　課長　藤倉　友久

平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

02050100  互いに支え合える介護予防の推進
1

18,480 18,431 0.3 18,480 18,480 18,480 73,920

02050200  包括的な高齢者支援の推進
2

34,569 31,297 10.5 34,815 34,815 34,815 139,014

02059000  【2-5 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0 0 0 0 0


